
 

一 般 質 問 通 告 表 

平成２８年第３回姶良市議会定例会（９月５日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．和田 里志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．各種相談員及び

調査員について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．企業の逸話を教

育に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政における各種相談員及び調査員等

の主なものに、行政相談員・人権擁護委

員・保護司・民生委員・児童委員等があ

げられるが、それらの業務内容とその人

選、あり方等について問う。 

（１）各相談員及び調査員の業務内容は

どのようなものか。また、それらの市

民に対する広報はどのように行われて

いるか。 

（２）それぞれの委員に対する費用の負

担（財政措置）はどのようになってい

るか。 

（３）本市におけるそれぞれの委員の人

数及び任期は、どのようになっている

か。 

（４）これらの人選及び年齢要件等はど

のようになっているか。 

（５）現時点で、これらの欠員はないか。 

（６）これらの活動における現状認識と

問題点及び今後の対応について。 

 

神奈川県小田原市にある新玉小学校の

玄関前には、大きなフェニックスの木が

シンボルとしてそそり立っている。この

木は４０数年前に本市の企業経営者から

寄贈されたもので、そのいきさつがフェ

ニックスの「守られた約束」として逸話

となり、今も語り継がれ、学校現場や同

社の社員教育で取り上げられている。こ

のような逸話を、本市の教育現場（モラ

リティ・インプルーブメント推進事業）

等で取り上げないか問う。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．湯川 逸郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．病児保育事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．フッ化物洗口事

業の取組みについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自治会加入状況

について 

 

 

 平成２７年７月１７日付の厚生労働省

雇用均等・児童家庭局長通達によると、

「事業の目的として保護者が就労してい

る場合等において、子どもが病気の際に

自宅での保育が困難な場合がある。こう

した保育需要に対応するため、病院・保

育所等において病気の児童を一時的に保

育するほか、保育中に体調不良となった

児童への緊急対応並びに病気の児童の自

宅に訪問するとともに、その安全性、安

定性、効率性等について検証等を行う事

で、安心して子育てができる環境を整備

し、もって児童の福祉の向上を図る事を

目的とする」と示されているが、本市の

取組みについて具体的に問う。 

 

 フッ化物洗口は、虫歯予防効果アップ

につながる事業として、県内の保育所・

幼稚園・小学校・中学校の２８８か所で

実施されている。 

 姶良・伊佐地域振興局内の伊佐市・湧

水町においては保育園・幼稚園で実施さ

れている。 

 また、霧島市においては、市の方針で

フッ化物洗口事業を保育園・幼稚園・小

学校で実施されている。 

 姶良市においては、２５か所の保育園

施設のうち１１か所の保育園で取り組ま

れ、実施されている。 

 本市も霧島市同様、虫歯予防の効果ア

ップのために、保育園・幼稚園・小学校

までフッ化物洗口事業導入を図れない

か。 

 

最近、異常気象等により地震や豪雨等

による災害が非常に多く発生している。

また、災害時における行方不明者の確認

等にも、身近な組織である自治会活動が

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．市営プールの建

設について 

 

 

 

 

 

 

最も必要であると感じている。 

最近、地域の自治会に加入せず、「地域

の絆」が衰退化しているとも言われてい

るが、行政として自治会未加入者に対す

る行政指導はどのように図られているの

か問う。 

 

 現在、子育て最中の方々から高齢者の

方々まで健康づくりのために市営プール

の建設を強く希望されている。市民の健

康増進を図る上で、また、医療費の抑制

対策のためにも早急に検討すべきと考え

るが、市長の見解を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育委員長 

 

 

 

 

 

 

３．田口 幸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．グリーンスパ 

あいら温泉の再開

について 

 

 

２．稲荷橋に歩道橋

の設置を 

 

 

 

 

 

３．夏祭りについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．入院患者のたら

い回しについて 

（１）現状はどのようになっているのか。 

（２）再開にはどのような条件が必要か。 

（３）民間なので、市の助成は考えられ

ないか。 

 

（１）青木水流側道橋のような歩道橋は

設置できないか。 

（２）歩道橋設置の費用はいくらかかる

か。 

（３）稲荷橋での過去の事故状況を説明

せよ。 

 

 あいら夏祭りは、今回はじめて姶良市

総合運動公園で開催された。 

（１）来年以降も姶良市総合運動公園で

開催するのか。これまでどおり姶良公

民館グラウンドで開催する考えはない

か。 

（２）花火をあげるには、なぎさ公園が

良いと考えるがどうか。 

 

私のおばはＡ施設、Ｂ病院、Ｃ病院、

Ｄ病院、Ｅ病院と約３か月ごとに転院し

市 長 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

ている。これは国の政策なのか。また、

どのような決まりがあるのか。 

 

 

 

 

４．小山田 邦弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．災害対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．健康あいら２１

について 

 

 

（１）地震、豪雨、火災などの災害時に

おける行政内部での情報伝達の仕組み

と、市民への情報伝達の仕組みを示せ。 

（２）以前、ペットの同行避難について

改善を求めたが、その後改善に向けて

どのような検討がなされてきたのか示

せ。 

（３）防災計画や避難計画、避難所運営

マニュアルなどについて、熊本地震や

今夏の大雨災害を受けて改善を検討し

ているポイントを示せ。 

 

（１）健康あいら２１の前期の総括と、

今期（第２次姶良市健康増進計画）の

ポイントを示せ。 

（２）前期と比較すると、自殺に関する

記述があることが大きな相違点と思わ

れるが、本市の現状をどのように捉え

ているか。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

５．鈴木 俊二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域防災のため

の防災リーダーの

活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１世紀は複合災害の世紀と言われて

いる。確かにこの近年、多くの地震災害

を始め、自然災害が各地で起きている。

九州でも４月の熊本地震をはじめ、６月

末には当市内でも尊い命が犠牲となった

土砂災害が発生している。いつどこで何

が起こるかわからない自然現象に対して

我々がまずできることは、身を守り減災

につなげるための備えであると考える。

自主防災組織はそのためのものでもあ

り、また、地域の防災力向上と減災のた

めに、十分な意識・知識・技能を有する

地域防災リーダー（防災士）の方々もい
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．中小企業・小規

模企業の計画的振

興について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。姶良市のさらなる防災と災害に対す

る備えを進めるためにこの地域防災リー

ダーとの関係を深め、減災へと繋げてい

くべきと考えるが以下に問う。 

（１）姶良市と地域防災リーダー、特に

防災士との協力体制の現状はどうなっ

ているか問う。 

（２）各学校での防災教育の現状につい

て、実施内容および成果について所見

を問う。 

（３）来年予定している防災訓練に地域

防災リーダーや防災士の方々にも参加

して頂くべきと考えるが見解を問う。 

（４）大災害等が発生したときのために、

また減災の備えを進めるため、防災士

会と協力体制が取れるよう行動指針等

を定めるべきと考えるが見解を問う。 

（５）地域の防災リーダーとして各自治

会に一人は防災士を配置し、減災に繋

げるべきと考えるが見解を問う。また、

少しでも早く、一人でも多くの防災士

を養成するために、受講講座を当市で

開催するよう計らうなど、補助や協力

が必要と考えるが見解を問う。 

 

平成２６年６月小規模企業振興基本法

が制定され、この３月に鹿児島県も中小

企業・小規模企業振興基本条例を制定し

た。姶良市では、イオンタウン姶良の西

街区が開店し、来春、東街区の開店とと

もに完全開業する。地元の小売店など、

小規模企業は大変な脅威であるし、小売

店等の不振による景気の後退は、市内に

ある中小企業にも悪影響を及ぼしかねな

い。また市民生活にも支障が出る恐れも

ある。 

今、この時期に、市として中小企業・

小規模企業との支援体制を強固に、また
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的に行う必要があると考えるが以下

に問う。 

（１）現状での支援体制状況について及

び目的について問う。 

（２）今後の支援体制について目標はあ

るか問う。 

（３）計画的に地域経済の発展と市民の

生活向上を図るため、姶良市中小企

業・小規模企業振興基本条例等を定め、

継続的な支援体制をとるべきと考える

が、市長の所信を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


